
令和５年９月４日（月）、金沢地方・家庭裁判所で裁判所事務官・裁判所書記官 仕事体験を開催
し、１９名の方に参加していただきました。当日の様子をプログラムに沿って紹介します。

裁判所事務官・裁判所書記官
仕事体験

★Ｐｒｏｇｒａｍ★
・１３：３０～ 開催の挨拶
・１３：３５～ 導入レクチャー
・１３：５５～ 職場見学
・１４：２５～ 事務官仕事体験
・１５：１５～ 実施前レクチャー
・１５：２０～ 模擬弁論
・１５：３０～ 書記官仕事体験
・１６：０５～ 質疑応答等

導入レクチャーで裁判所事務官と裁判
所書記官の仕事の説明や１日のスケ
ジュール等について簡単に説明をした上
で、さっそく民事部書記官室と刑事部書
記官室へ向かい、職員が実際に働いてい
る様子を見ていただきました。職場の雰
囲気をじかに感じていただけたのではな
いかと思います。
事務官仕事体験では、クイズ形式で窓
口案内を体験していただきました。裁判
所の職員として、どういうことに気を付
けて案内しているのか、この体験を通し
て学んでいただけたようでした。

開催の挨拶～事務官仕事体験

法廷や民事裁判の流れ等について説明
した後、職員による模擬弁論を傍聴し
ていただきました。実際の法廷に近い
雰囲気を感じていただけたのではない
かと思います。
この模擬弁論では和解が成立しまし
た。その和解条項を作成することが、
次の裁判所書記官仕事体験の内容だっ
たので、皆さん、原告代理人や被告の
発言に耳を傾けながら真剣にメモを
取っていました。

実施前レクチャー～模擬弁論



参加者の皆さんからは、
・とても貴重な体験となった。まだどのような職種に就くか決めていなかったが、
選択肢の一つとなった。
・職員の話や具体的な職務内容に触れる機会があり、大変勉強になった。

などといった感想をいただけました。

模擬弁論でのメモをもとに、和解条項
の作成体験をしていただきました。
穴埋めや選択式の書式に記載してい
ただきましたが、様子を見ていると、
メモを手にすぐに埋められる部分もあ
れば、とても悩みながら埋めている部
分もありました。
現役で働く裁判所書記官でも、調書
の作成には言い回し等で悩むことがあ
ります。
裁判所書記官の仕事の難しさを感じ
つつもやりがいや責任を感じていただ
けたのではないかと思います。

仕事体験で作成した和解調書につい
て、民事部の裁判所書記官を交えて解
説をした上で、質疑応答に入りました。
皆さんからの質問には、民事部の裁
判所書記官・裁判所事務官が主に答え
ました。
・なぜこの職場を選んだの？
・異動のペースはどのくらい？
・職場ごとの雰囲気にギャップは？
・職員間のコミュニケーションは？
・法律の知識がなくても大丈夫？
などといった質問が出ました。
最初は緊張した雰囲気でしたが、質
問が進むにつれて和やかな雰囲気に変
わりました。

解説・質疑応答等

裁判所書記官仕事体験

参加者の感想等

参加者の皆様、
お疲れ様でした！

裁判所事務官・裁判所書記官仕事体験は来年も開催する予定です。
今回参加できなかった方や興味を持っていただけた方、皆さんのご
参加をお待ちしています！


